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せいか社協だより
地域で共に助けあい  支えあうまちづくり

デイサービス ボランティア「かしのき」

相 談 情 報 コ ー ナ ー

相談の種類 相談員 相談日時 相談対象者 備考

法律相談 弁護士
※対面での相談

第 2 水曜日
午後 1 時 30 分から

午後 4 時

精華町内に在住・
在勤している方

※過去 3 か月相談を
　受けてない方優先

相談日の１週間前
午前 8 時 30 分から

受付開始

介護相談 地域包括支援
センター職員

月曜日～金曜日
午前 8 時 30 分から

午後 5 時 15 分

※訪問もいたしますので
　　お気軽にご連絡ください

社協ふくし＆
相続相談

コミュニティー
ソーシャルワーカー・

弁護士・司法書士など

① 第 2 火曜日
② 第 4 金曜日

午後 1 時から午後４時

精華町内に在住・
在勤している方

※事前予約制です

相談場所
① せいかガーデンシティ
　              ２階「イマージュサロン」
② 「かしのき苑」　　

・・・内容に応じて次の相談業務を行っています。相談はすべて無料で秘密厳守します。・・・

相談日が祝日と重なる場合はお休みです。　※緊急事態宣言により休止する場合があります。
予約などは地域福祉課へお願いします。法律相談・介護相談の場所は「かしのき苑」です。

【個人】
　匿名　３名

　ご寄付について

VOL.117

コロナ禍で気づいた
＂あたりまえ＂のありがたさ

　平成５年からデイサービスボランティア「か
しのき」は、活動を始めました。トレードマー
クのピンク色のエプロンを着て、利用者の入浴
後の整髪やレクリエーションのお手伝いをして
くださっています。
　昨年の第１回目の緊急事態宣言中は、活動
の休止・縮小をされた時期もありましたが、 
「ボランティアをするのにコロナは関係ない。
私たちは自分のできることを続けているだけで
す。」と十分な感染症対策をしながら活動を継
続してくださっています。コロナ禍で、あたり
まえのことがあたりまえにできない中、つなが
りを絶やすまいと前向きな姿勢に、私たち職員

 ・目の不自由な方のため、朗読ボランティアひ 
　びきの皆さんが本誌を朗読したテープを社協
　地域福祉課で貸出しています。

　精華町社協では、皆さまからお寄せいただい
た金品は住民の皆さまと進める地域福祉に活用
させていただきます。
※社会福祉法人へ寄付をいただいた場合は、税
　法上の優遇措置がうけられます。

社協職員の募集 ～未経験の方も歓迎です ! まずはお電話ください～

各職種で職員を募集しています。日中のお仕事で家庭と仕事の両立がしやすい職場環境です。
電話番号：➊ 0774－ 98－ 3924（通所介護係）➋ 0774－ 98－ 3398（居宅介護支援係）

職　種 時間給 資　格 勤務日等

➊デイサービス
　介護職【パート】

・介護福祉士
　時給 1,160 円～

・その他資格
　時給 1,110 円～
※祝日は 50 円増
　（賞与あり）

①介護福祉士または介護職員
　初任者研修修了者
②普通自動車運転免許
※①②両方有する方
 ・満 67 歳まで

月～土のうち週 3 日（祝日含む）
午前 8 時 30 分～午後 5 時

（1 時間休憩含む）
雇用保険、通勤手当あり

➋介護支援専門員
   （ケアマネジャー）
   【パート】

　時給 1,200 円
　（賞与あり）

①介護支援専門員資格
②普通自動車運転免許
※①②両方有する方

・満 67 歳まで

月～金（祝日休み）
午前 8 時 30 分～午後５時

（1 時間休憩含む）
社会保険、雇用保険、通勤手当あり
※週 3 日勤務や時短勤務等応相談

URL

も＂コロナに負けられない＂という気持ちにな
ります。
　「待っている方がいる」「利用者の皆さんが喜
んでくれるのがうれしい」と活動への原動力を
嬉しそうに話してくださる「かしのき」のみな
さんは、社協デイサービスにとって大きな支え
となっています。
　28 年間の長きにわたり、利用者と職員に

「元気」を届けてくださっている
「かしのき」のみなさんに感謝の

気持ちでいっぱいです。

☆発 行 日 　令和３年 6 月 18 日
☆発　　行　 社会福祉法人精華町社会福祉協議会
　　　　　　 京都府相楽郡精華町南稲八妻砂留 22 番地 1
　　　　　　 精華町地域福祉センター「かしのき苑」内
○法人運営室    TEL 0774-94-4573  FAX93-2278
○地域福祉課    TEL 0774-94-4573  FAX93-2278
○在宅介護課    TEL 0774-98-3398 （ケアマネジャー）
　　　　　　    TEL 0774-98-3526 （ホームヘルパー）
○通所介護課    TEL 0774-98-3924　FAX98-3559
※在宅介護課の FAX 番号は通所介護課と同じです。
Ｅ -mail  daihyou@seikashakyo.or.jp
ＵＲＬ　 http://www.kyoshakyo.or.jp/seika/

E-mail
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介
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受
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介
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な
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更
点
は
次
の
通
り
で
す
。

　改正後

看取り期に限り、２時間空けずにサービス
を受けることが可能になりました。

看取り期（終末期）とは…
無理な延命治療などは行わず、高齢者が自
然に亡くなるまでの過程を見守ること。

複数の通院等の乗降介助が可能になりまし
た。
 （自宅が、始点・終点となる場合の目的地  
間の移送も可能）　

改正前

【２時間ルール】
訪問介護では、前回のサービスから、次の
サービスの間は２時間以上空けるルール（決
まり）があります。
例：10 時～ 11 時の身体介護のサービスを
受けた場合→ 13 時から利用可能。

【通院等乗降介助の拡大】
ヘルパーが利用者の通院介助を行った場合、
複数の病院への乗降介助はできませんでし
た。

　
事
業
所
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

質
の
向
上
と
公
正
中
立
性
の
確
保
を
図
る

観
点
か
ら
、
前
６
か
月
間
に
作
成
し
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ
ス
の
割
合

に
つ
い
て
、
利
用
者
に
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
に

公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
事
業
は
…
】

 

・
訪
問
介
護

 

・
通
所
介
護

 

・
地
域
密
着
型
通
所
介
護

 

・
福
祉
用
具
貸
与

【
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
】

　
現
在
、
本
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
介

護
職
員
の
う
ち
介
護
福
祉
士
の
割
合
が

70
％
以
上
、
ま
た
は
勤
続
年
数
10
年
以
上

の
介
護
福
祉
士
の
割
合
が
25
％
以
上
の
要

件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回

の
改
正
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
を
一

番
上
位
区
分
で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

【
機
能
訓
練
加
算
】

　
ご
利
用
者
の
自
宅
訪
問
を
し
て
生
活
状

況
を
把
握
し
、
個
別
機
能
訓
練
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
従
来
の

集
団
で
実
施
し
て
い
た
訓
練
が
、
５
名
程

度
以
下
の
小
集
団
か
、
個
別
に
訓
練
す
る

よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
機
能
訓
練
指

導
員
や
専
門
職
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
計
画
や

実
施
し
た
内
容
を
デ
ー
タ
化
し
て
厚
生
労

働
省
に
提
出
す
る
シ
ス
テ
ム
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
た
め
の
特
例
的
な
評
価
と
し
て
、
全

て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
９

月
末
ま
で
の
間
、
基
本
報
酬
に
0.1
％
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
法
改
正
、
介
護
報
酬
改
定
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ

ま
で
。

令
和
３
年
４
月
に
介
護
保
険
法
の
改
正
及
び
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

訪
問
介
護

居
宅
介
護
支
援

通
所
介
護

【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協

在
宅
介
護
課
　
居
宅
介
護
支
援
係

　
電
話
98
―
３
３
９
８

在
宅
介
護
課
　
訪
問
介
護
係

　
電
話
98
―
３
５
２
６

通
所
介
護
課
　
通
所
介
護
係

　
電
話
98
―
３
９
２
４

基本方針１　住民が主役の地域福祉活動を支えていきます

基本方針 2　住民の権利をまもり、地域生活を支えます

基本方針 3　時代の変化に柔軟に対応できる組織をめざします

　経済的困窮や引きこもり、虐待、認知症、不登校、8050 問題、ダブルケアなどの要因によって、
生きづらさ・暮らしづらさを抱える人が増加し、さらに新型コロナウイルスの影響で収入が減少・職
を失うなど、社会的孤立が大きな社会問題として取り上げられています。これらの課題を受け止め、
安心して暮らせる地域共生社会を実現していくために、各分野の連携を強化し、相談支援体制（絆ネッ
トワーク）づくりを進めます。また、既存の制度だけでは解決が困難な地域の生活課題などは、住民
同士の助けあい・支えあいなど地域の中で支える基盤づくりを推進し、他団体との連携のもと支援で
きる仕組みを構築します。

 ・会員増強運動の実施　
 ・地域福祉活動の推進　
 ・小地域福祉委員会活動支援
 ・高齢者・子育てサロンへの活動支援等
 ・ボランティア活動の推進
 ・共同募金委員会事務局の運営

・高齢者等を対象とした事業の実施　
・児童等を対象とした事業の実施
・障がい者を対象とした事業の実施
・居場所づくり支援事業の実施　
・ふれあいサポート事業の実施
・ファミリーサポート事業の実施
・災害ボランティアセンター事務局の運営

 ・会員増強運動の実施　
 ・地域福祉活動の推進　
　小地域福祉委員会活動支援
　高齢者・子育てサロンへの活動支援等
 ・ボランティア活動の推進
 ・共同募金委員会事務局の運営

・高齢者等を対象とした事業の実施　
・児童等を対象とした事業の実施
・障がい者を対象とした事業の実施
・居場所づくり支援事業の実施　
・ふれあいサポート事業の実施
・ファミリーサポート事業の実施
・災害ボランティアセンター事務局の運営

　精華町社協は、地域福祉を推進する法的に位置づけられた団体であり、介護保険事業などのサービ
ス提供事業者でもあります。住民が主役の地域福祉活動を支えるとともに、インフォーマル・フォー
マルサービスを高齢者や障がい者、児童に関わらず、すべての住民の立場に立って一体的に提供する
ことにより、地域生活を支えていきます。また、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて失業や
収入減少に陥り、生活に困窮している方が増加しているため、生活福祉資金特例貸付だけに限らず、
関係機関との連携を密にし、住民に寄り添った相談援助に努めます。

　社会福祉の課題は拡大傾向にあるとともに、近年の福祉課題は複雑化してきているため、役員研修
を実施し、専門職の確保、資質の向上等とあわせて引き続き事業実施体制の強化を図り、人員配置を
見直します。令和３年度は社会福祉充実計画の最終年度でもあることから、令和２年度決算により算
定される社会福祉充実残高を有効に活用し、各種サービスの充実、人材育成、施設整備などを進めます。

・法人の運営に関する会議等の運営
・情報発信及び事業の透明性、公開性を高めるた
   めの業務の推進
・ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）
   の活用

・承認社会福祉充実計画の進行管理業務
・施設及び固定資産管理業務
◎デイサービスセンター保守点検
    業務【重点】

・生活福祉資金貸付事業等事務〈受託事業〉
・福祉サービス利用援助事業の実施〈受託事業〉
・成年後見支援センターの設置〈受託事業〉
◎絆ネット構築支援事業の実施〈受託事業〉【重点】
・弁護士・司法書士による無料法律相談の実施
・ふくし＆相続相談の実施
・共同募金配分事業の実施
・南部地域包括支援センター（相談支援業務等）
・居宅介護支援事業（ケアプラン等作成業務）
・訪問介護・介護予防訪問介護相当サービス事業

・障害者居宅介護事業
・訪問（自費）サービス事業
・通所介護・介護予防通所介護相当サービス事業
・ 認知症要介護者・要支援者への通所介護事業（ほっとぴあ）
・通所型サービスＡ「おたっしゃ倶楽部」の実施
・認知症カフェDON Café の実施
・介護者家族交流会の実施
・災害時福祉避難所設置運営訓練の実施
・居場所づくり支援事業（絆カフェ）の実施
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サービスの間は２時間以上空けるルール（決
まり）があります。
例：10 時～ 11 時の身体介護のサービスを
受けた場合→ 13 時から利用可能。

【通院等乗降介助の拡大】
ヘルパーが利用者の通院介助を行った場合、
複数の病院への乗降介助はできませんでし
た。

　
事
業
所
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

質
の
向
上
と
公
正
中
立
性
の
確
保
を
図
る

観
点
か
ら
、
前
６
か
月
間
に
作
成
し
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ
ス
の
割
合

に
つ
い
て
、
利
用
者
に
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
に

公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
事
業
は
…
】

 

・
訪
問
介
護

 

・
通
所
介
護

 

・
地
域
密
着
型
通
所
介
護

 

・
福
祉
用
具
貸
与

【
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
】

　
現
在
、
本
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
介

護
職
員
の
う
ち
介
護
福
祉
士
の
割
合
が

70
％
以
上
、
ま
た
は
勤
続
年
数
10
年
以
上

の
介
護
福
祉
士
の
割
合
が
25
％
以
上
の
要

件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回

の
改
正
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
を
一

番
上
位
区
分
で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

【
機
能
訓
練
加
算
】

　
ご
利
用
者
の
自
宅
訪
問
を
し
て
生
活
状

況
を
把
握
し
、
個
別
機
能
訓
練
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
従
来
の

集
団
で
実
施
し
て
い
た
訓
練
が
、
５
名
程

度
以
下
の
小
集
団
か
、
個
別
に
訓
練
す
る

よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
機
能
訓
練
指

導
員
や
専
門
職
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
計
画
や

実
施
し
た
内
容
を
デ
ー
タ
化
し
て
厚
生
労

働
省
に
提
出
す
る
シ
ス
テ
ム
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
た
め
の
特
例
的
な
評
価
と
し
て
、
全

て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
９

月
末
ま
で
の
間
、
基
本
報
酬
に
0.1
％
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
法
改
正
、
介
護
報
酬
改
定
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ

ま
で
。

令
和
３
年
４
月
に
介
護
保
険
法
の
改
正
及
び
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

訪
問
介
護

居
宅
介
護
支
援

通
所
介
護

【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協

在
宅
介
護
課
　
居
宅
介
護
支
援
係

　
電
話
98
―
３
３
９
８

在
宅
介
護
課
　
訪
問
介
護
係

　
電
話
98
―
３
５
２
６

通
所
介
護
課
　
通
所
介
護
係

　
電
話
98
―
３
９
２
４

基本方針１　住民が主役の地域福祉活動を支えていきます

基本方針 2　住民の権利をまもり、地域生活を支えます

基本方針 3　時代の変化に柔軟に対応できる組織をめざします

　経済的困窮や引きこもり、虐待、認知症、不登校、8050 問題、ダブルケアなどの要因によって、
生きづらさ・暮らしづらさを抱える人が増加し、さらに新型コロナウイルスの影響で収入が減少・職
を失うなど、社会的孤立が大きな社会問題として取り上げられています。これらの課題を受け止め、
安心して暮らせる地域共生社会を実現していくために、各分野の連携を強化し、相談支援体制（絆ネッ
トワーク）づくりを進めます。また、既存の制度だけでは解決が困難な地域の生活課題などは、住民
同士の助けあい・支えあいなど地域の中で支える基盤づくりを推進し、他団体との連携のもと支援で
きる仕組みを構築します。

 ・会員増強運動の実施　
 ・地域福祉活動の推進　
 ・小地域福祉委員会活動支援
 ・高齢者・子育てサロンへの活動支援等
 ・ボランティア活動の推進
 ・共同募金委員会事務局の運営

・高齢者等を対象とした事業の実施　
・児童等を対象とした事業の実施
・障がい者を対象とした事業の実施
・居場所づくり支援事業の実施　
・ふれあいサポート事業の実施
・ファミリーサポート事業の実施
・災害ボランティアセンター事務局の運営

 ・会員増強運動の実施　
 ・地域福祉活動の推進　
　小地域福祉委員会活動支援
　高齢者・子育てサロンへの活動支援等
 ・ボランティア活動の推進
 ・共同募金委員会事務局の運営

・高齢者等を対象とした事業の実施　
・児童等を対象とした事業の実施
・障がい者を対象とした事業の実施
・居場所づくり支援事業の実施　
・ふれあいサポート事業の実施
・ファミリーサポート事業の実施
・災害ボランティアセンター事務局の運営

　精華町社協は、地域福祉を推進する法的に位置づけられた団体であり、介護保険事業などのサービ
ス提供事業者でもあります。住民が主役の地域福祉活動を支えるとともに、インフォーマル・フォー
マルサービスを高齢者や障がい者、児童に関わらず、すべての住民の立場に立って一体的に提供する
ことにより、地域生活を支えていきます。また、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて失業や
収入減少に陥り、生活に困窮している方が増加しているため、生活福祉資金特例貸付だけに限らず、
関係機関との連携を密にし、住民に寄り添った相談援助に努めます。

　社会福祉の課題は拡大傾向にあるとともに、近年の福祉課題は複雑化してきているため、役員研修
を実施し、専門職の確保、資質の向上等とあわせて引き続き事業実施体制の強化を図り、人員配置を
見直します。令和３年度は社会福祉充実計画の最終年度でもあることから、令和２年度決算により算
定される社会福祉充実残高を有効に活用し、各種サービスの充実、人材育成、施設整備などを進めます。

・法人の運営に関する会議等の運営
・情報発信及び事業の透明性、公開性を高めるた
   めの業務の推進
・ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）
   の活用

・承認社会福祉充実計画の進行管理業務
・施設及び固定資産管理業務
◎デイサービスセンター保守点検
    業務【重点】

・生活福祉資金貸付事業等事務〈受託事業〉
・福祉サービス利用援助事業の実施〈受託事業〉
・成年後見支援センターの設置〈受託事業〉
◎絆ネット構築支援事業の実施〈受託事業〉【重点】
・弁護士・司法書士による無料法律相談の実施
・ふくし＆相続相談の実施
・共同募金配分事業の実施
・南部地域包括支援センター（相談支援業務等）
・居宅介護支援事業（ケアプラン等作成業務）
・訪問介護・介護予防訪問介護相当サービス事業

・障害者居宅介護事業
・訪問（自費）サービス事業
・通所介護・介護予防通所介護相当サービス事業
・ 認知症要介護者・要支援者への通所介護事業（ほっとぴあ）
・通所型サービスＡ「おたっしゃ倶楽部」の実施
・認知症カフェDON Café の実施
・介護者家族交流会の実施
・災害時福祉避難所設置運営訓練の実施
・居場所づくり支援事業（絆カフェ）の実施
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  【
問
合
せ
先
】

　
　
精
華
町
社
協
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
電
話
　
94

－

４
５
７
３

　
社
協
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
、
法
人
、

団
体
の
皆
さ
ま
の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が

ら
運
営
さ
れ
て
い
る
会
員
組
織
に
よ
る
民

間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　
社
協
の
事
業
運
営
の
財
源
は
、
皆
さ
ま

か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な
ど
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
会
費
は
精
華
町
の
地
域
福
祉
推
進
の
す

べ
て
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
参
画
意
識
が
精
華
町
の
地
域

福
祉
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
す
る

福
祉
の
需
要
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

法
律
で
は
行
き
届
か
な
い
き
め
細
や
か
な

活
動
が
必
要
で
す
。「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
願
い
は
誰
し
も
共
通
の
想
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、助
け
あ
い
、

支
え
あ
い
の
精
神
で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
会
費
を
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　『
社
協
会
員
』
加
入
の
お
願
い

社
協
と
会
費
に
つ
い
て

ご存じ
ですか ?

精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

　「
せ
い
か
親
カ
フ
ェ
」
で
は
、
子
ど
も

が
不
登
校
や
学
校
に
行
き
づ
ら
い
…
そ

ん
な
悩
み
を
持
つ
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

ご
家
族
の
方
が
集
ま
り
、
同
じ
悩
み
を
持

つ
者
同
士
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
を
し

て
い
ま
す
。

　
日
々
の
悩
み
や
進
学
の
こ
と
、
発
達
の

こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
開
催
場
所
…
か
し
の
き
苑

▼
開 

催 

日
…
毎
月
第
３
木
曜
日（
午
前
）

▼
対
　
　
象
…
不
登
校
や
学
校
に
行
き
づ

　
　
　
　
　
　
ら
い
子
を
持
つ
保
護
者
の

　
　
　
　
　
　
方
や
ご
家
族

　
　
※
開
催
時
間
や
場
所
は
変
更
す
る
こ

　
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

　
　
　
は
社
協
地
域
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
精
華
町
に
在
住
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
の
方
が
、
親
睦
を
は
か

り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
５
年
に
組
織
化
さ
れ
た
の
が

精
華
町
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
会
「
若
葉

会
」
で
す
。

　「
若
葉
会
」で

は
、
毎
月
１
回

（
第
２
金
曜
日
）

定
例
会
を
開
催
し
、

会
員
同
士
が
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
男
性
で
も
女
性

で
も
大
歓
迎
で
す
。

　「
若
葉
会
」
に
入
会
し
て
、
仲
間
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
定
例
日
…
毎
月
第
２
金
曜
日
の

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
　
所
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
か
し
の
き
苑

▼
年
会
費
…
２
，０
０
０
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

　
り
定
例
会
を
お
休
み
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

◆会費の種類◆
社協会費は１口 1,000 円です。
特に社協活動に賛同いただける方
は、賛助会員としてご協力をお願
いしています。

普通会員（個人）年会費１口 1,000 円
賛助会員（個人）年会費３口 3,000 円
法人会員（企業・法人）

年会費５口 5,000 円以上

地
域
住
民
・
団
体
・
企
業
等
か
ら

会
費
の
ご
協
力
　

地
域
福
祉
活
動

　
団
体
へ
の
支
援

 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
助
成
や
保

　
険
一
部
助
成

 

・
サ
ロ
ン
へ
の
レ

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
機
器
貸
出
し
や

　
講
師
派
遣
な
ど

地
域
住
民

 

・
自
治
会
へ
の

　
助
成
や
小
学

　
生
を
対
象
に

　
福
祉
活
動
を

　
行
う
た
め
の

　
活
動
費
の
一

　
部
助
成

 
・
車
い
す
無
料

　
貸
出
し
、
法

　
律
相
談
な
ど

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業

せ
い
か
親
カ
フ
ェ
の
ご
案
内

【
絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
と
は
？
】

　
精
華
町
内
で
は
絆
ネ
ッ
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
１
名
を
社
協
地
域
福
祉
課
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　「
福
祉
の
な
ん
で
も
相
談
員
」
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
・
悩
み
の

解
決
に
む
け
て
関
係
機
関
・
相
談
窓
口

と
の
調
整
役
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
「
困
っ
た
」
を
地
域

の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
地
域
の
中

で
の
見
守
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
し
く
み

を
作
る
お
手
伝
い
も
し
ま
す
。

「
若
葉
会
」
会
員
募
集
中

　（
精
華
町
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
会
）

　
令
和
２
年
度
に
募
集
し
た
災
害
義
援
金

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義

援
金
は
、
精
華
町
共
同
募
金
会
か
ら
、
中

央
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地
へ
と

届
け
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
義
援
金
名

　
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

●
金
　
額

　
　
４
４
，
９
１
７
円

　
令
和
２
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配

分
事
業
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
高

齢
者
サ
ロ
ン
や
育
児
サ
ロ
ン
、
自
治
会
等

に
対
し
て
福
祉
活
動
推
進
費
と
し
て
助
成

し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

精
華
町
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の

　
　
　
お
礼
と
ご
報
告

   

Ａ
Ｅ
Ｄ 

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

　
　
　
助
成
し
ま
し
た
！

影
響
で
サ
ロ
ン
活
動
の
休
止
や
縮
小
が
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
助
成
金
の
申
請
が

例
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

　
助
成
後
の
配
分
事
業
費
は
、
精
華
町
内

の
福
祉
・
介
護
事
業
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
す
る
た
め
の

費
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
希
望
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
８
事
業
所
か
ら
申
し
出
を
受
け

た
た
め
、
抽
選
の
結
果
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ

ら
」
が
支
給
事
業
所
と
し
て
当
選
さ
れ
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

助成した AED（自動体外式除細動器）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ
ら

　
代
表  

地じ
ぬ
し主
さ
ん
よ
り

　  「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

乳
児
用
の
紙
お
む
つ
を
届
け
ま
す

   
～
令
和
３
年
度
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　  

配
分
事
業
～

　「
く
じ
運
の
な
い
私
が
奇
跡
的
に
引
き

寄
せ
た
」
と
当
選
時
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
地
主
代
表
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
法
人
で
は
数
年
前
に
、
将
来

を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
職
員
が
休
日
の
マ
ラ

ソ
ン
中
に
倒
れ
重
い
後
遺
症
を
残
し
て
離

職
す
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
た
た

び
心
臓
が
動
き
出
す
ま
で
に
長
い
時
間
が

か
か
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば

結
果
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
お
か
げ
で
、

迅
速
な
救
命
処
置
の
大
切
さ
を
日
常
か
ら

意
識
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
万
が
一
に

備
え
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
適

切
に
使
い
こ

な
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き

ま
す
。

　
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
精
華
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
令
和

３
年
７
月
か
ら
「
ひ
と
り
親
世
帯
乳
児
用

紙
お
む
つ
支
給
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
精
華
町
内
で
寄
せ

ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
財
源
と

し
、左
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
、

毎
月
１
回
自
宅
ま
で
紙
お
む
つ
２
パ
ッ
ク

を
無
料
で
配
達
す
る
子
育
て
支
援
事
業
で

す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局

　（
社
協
地
域
福
祉
課
94
―
４
５
７
３
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和３年度ひとり親世帯乳児用
紙おむつ支給事業

（対象）
　精華町内に在住し、次の両方の条件を満たす方
①児童扶養手当を受給している世帯（全部停止の
　方は対象外です）
②満２歳までの子を養育している世帯
　※満２歳の誕生日が属する月を最終支給月とし
　　ます
（利用方法）

　申込書と証明書類を事務局（社協地域福祉課）
に提出することで、原則、申込書が受理された日
の翌月から利用することができます。
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  【
問
合
せ
先
】

　
　
精
華
町
社
協
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
電
話
　
94

－

４
５
７
３

　
社
協
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
、
法
人
、

団
体
の
皆
さ
ま
の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が

ら
運
営
さ
れ
て
い
る
会
員
組
織
に
よ
る
民

間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　
社
協
の
事
業
運
営
の
財
源
は
、
皆
さ
ま

か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な
ど
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
会
費
は
精
華
町
の
地
域
福
祉
推
進
の
す

べ
て
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
参
画
意
識
が
精
華
町
の
地
域

福
祉
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
す
る

福
祉
の
需
要
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

法
律
で
は
行
き
届
か
な
い
き
め
細
や
か
な

活
動
が
必
要
で
す
。「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
願
い
は
誰
し
も
共
通
の
想
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、助
け
あ
い
、

支
え
あ
い
の
精
神
で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
会
費
を
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　『
社
協
会
員
』
加
入
の
お
願
い

社
協
と
会
費
に
つ
い
て

ご存じ
ですか ?

精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

　「
せ
い
か
親
カ
フ
ェ
」
で
は
、
子
ど
も

が
不
登
校
や
学
校
に
行
き
づ
ら
い
…
そ

ん
な
悩
み
を
持
つ
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

ご
家
族
の
方
が
集
ま
り
、
同
じ
悩
み
を
持

つ
者
同
士
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
を
し

て
い
ま
す
。

　
日
々
の
悩
み
や
進
学
の
こ
と
、
発
達
の

こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
開
催
場
所
…
か
し
の
き
苑

▼
開 

催 

日
…
毎
月
第
３
木
曜
日（
午
前
）

▼
対
　
　
象
…
不
登
校
や
学
校
に
行
き
づ

　
　
　
　
　
　
ら
い
子
を
持
つ
保
護
者
の

　
　
　
　
　
　
方
や
ご
家
族

　
　
※
開
催
時
間
や
場
所
は
変
更
す
る
こ

　
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

　
　
　
は
社
協
地
域
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
精
華
町
に
在
住
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
の
方
が
、
親
睦
を
は
か

り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
５
年
に
組
織
化
さ
れ
た
の
が

精
華
町
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
会
「
若
葉

会
」
で
す
。

　「
若
葉
会
」で

は
、
毎
月
１
回

（
第
２
金
曜
日
）

定
例
会
を
開
催
し
、

会
員
同
士
が
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
男
性
で
も
女
性

で
も
大
歓
迎
で
す
。

　「
若
葉
会
」
に
入
会
し
て
、
仲
間
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
定
例
日
…
毎
月
第
２
金
曜
日
の

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
　
所
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
か
し
の
き
苑

▼
年
会
費
…
２
，０
０
０
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

　
り
定
例
会
を
お
休
み
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

◆会費の種類◆
社協会費は１口 1,000 円です。
特に社協活動に賛同いただける方
は、賛助会員としてご協力をお願
いしています。

普通会員（個人）年会費１口 1,000 円
賛助会員（個人）年会費３口 3,000 円
法人会員（企業・法人）

年会費５口 5,000 円以上

地
域
住
民
・
団
体
・
企
業
等
か
ら

会
費
の
ご
協
力
　

地
域
福
祉
活
動

　
団
体
へ
の
支
援

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
助
成
や
保

　
険
一
部
助
成

 

・
サ
ロ
ン
へ
の
レ

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
機
器
貸
出
し
や

　
講
師
派
遣
な
ど

地
域
住
民

 

・
自
治
会
へ
の

　
助
成
や
小
学

　
生
を
対
象
に

　
福
祉
活
動
を

　
行
う
た
め
の

　
活
動
費
の
一

　
部
助
成

 

・
車
い
す
無
料

　
貸
出
し
、
法

　
律
相
談
な
ど

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業

せ
い
か
親
カ
フ
ェ
の
ご
案
内

【
絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
と
は
？
】

　
精
華
町
内
で
は
絆
ネ
ッ
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
１
名
を
社
協
地
域
福
祉
課
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　「
福
祉
の
な
ん
で
も
相
談
員
」
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
・
悩
み
の

解
決
に
む
け
て
関
係
機
関
・
相
談
窓
口

と
の
調
整
役
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
「
困
っ
た
」
を
地
域

の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
地
域
の
中

で
の
見
守
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
し
く
み

を
作
る
お
手
伝
い
も
し
ま
す
。

「
若
葉
会
」
会
員
募
集
中

　（
精
華
町
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
会
）

　
令
和
２
年
度
に
募
集
し
た
災
害
義
援
金

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義

援
金
は
、
精
華
町
共
同
募
金
会
か
ら
、
中

央
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地
へ
と

届
け
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
義
援
金
名

　
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

●
金
　
額

　
　
４
４
，
９
１
７
円

　
令
和
２
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配

分
事
業
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
高

齢
者
サ
ロ
ン
や
育
児
サ
ロ
ン
、
自
治
会
等

に
対
し
て
福
祉
活
動
推
進
費
と
し
て
助
成

し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

精
華
町
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の

　
　
　
お
礼
と
ご
報
告

   

Ａ
Ｅ
Ｄ 

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

　
　
　
助
成
し
ま
し
た
！

影
響
で
サ
ロ
ン
活
動
の
休
止
や
縮
小
が
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
助
成
金
の
申
請
が

例
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

　
助
成
後
の
配
分
事
業
費
は
、
精
華
町
内

の
福
祉
・
介
護
事
業
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
す
る
た
め
の

費
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
希
望
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
８
事
業
所
か
ら
申
し
出
を
受
け

た
た
め
、
抽
選
の
結
果
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ

ら
」
が
支
給
事
業
所
と
し
て
当
選
さ
れ
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

助成した AED（自動体外式除細動器）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ
ら

　
代
表  

地じ
ぬ
し主

さ
ん
よ
り

　  「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

乳
児
用
の
紙
お
む
つ
を
届
け
ま
す

   

～
令
和
３
年
度
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　  

配
分
事
業
～

　「
く
じ
運
の
な
い
私
が
奇
跡
的
に
引
き

寄
せ
た
」
と
当
選
時
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
地
主
代
表
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
法
人
で
は
数
年
前
に
、
将
来

を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
職
員
が
休
日
の
マ
ラ

ソ
ン
中
に
倒
れ
重
い
後
遺
症
を
残
し
て
離

職
す
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
た
た

び
心
臓
が
動
き
出
す
ま
で
に
長
い
時
間
が

か
か
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば

結
果
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
お
か
げ
で
、

迅
速
な
救
命
処
置
の
大
切
さ
を
日
常
か
ら

意
識
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

　
万
が
一
に

備
え
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
適

切
に
使
い
こ

な
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き

ま
す
。

　
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
精
華
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
令
和

３
年
７
月
か
ら
「
ひ
と
り
親
世
帯
乳
児
用

紙
お
む
つ
支
給
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
精
華
町
内
で
寄
せ

ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
財
源
と

し
、左
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
、

毎
月
１
回
自
宅
ま
で
紙
お
む
つ
２
パ
ッ
ク

を
無
料
で
配
達
す
る
子
育
て
支
援
事
業
で

す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局

　（
社
協
地
域
福
祉
課
94
―
４
５
７
３
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和３年度ひとり親世帯乳児用
紙おむつ支給事業

（対象）
　精華町内に在住し、次の両方の条件を満たす方
①児童扶養手当を受給している世帯（全部停止の
　方は対象外です）
②満２歳までの子を養育している世帯
　※満２歳の誕生日が属する月を最終支給月とし
　　ます
（利用方法）

　申込書と証明書類を事務局（社協地域福祉課）
に提出することで、原則、申込書が受理された日
の翌月から利用することができます。



相談　日常の困りごとを相談します。
 　　
申請　本人や家族に代わって地域包括
　　　支援センター職員や居宅介護支
　　　援事業所職員が申請の手続きを
　　　代行します。

訪問　認定調査員が訪問して、身体機
調査　能や認知機能などの状態を聞き
　　　取ります。

判定　調査結果や主治医の意見書を基
　　　に専門家が介護の必要性を判定
　　　します。

利用 　「要介護１～５」と認定されれば
　　　介護サービス、「要支援１～２」
　　　と認定されれば介護予防サービ
　　　スを利用できます。
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精
華
町
も
高
齢
化
が
進
み
、
町
全
体
の

高
齢
化
率
は
約
25
％
と
な
り
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
率
も
徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
世
帯
の
多
く
は
子
ど
も
が

独
立
す
る
な
ど
、
身
近
に
頼
る
こ
と
の
で

き
る
人
が
い
な
い
こ
と
が
多
い
現
状
で
す
。

　
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
一
つ
に
買
い
物

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
で
は

重
い
荷
物
が
持
て
な
か
っ
た
り
、
ス
ー

パ
ー
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
と
い
っ
た

声
が
あ
り
、
身
近
な
生
活
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
の
困
り
ご
と
に
対
し

て
、
買
い
物
支
援
を
す
る
ス
ー
パ
ー
や
商

店
が
活
躍
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
精
華
町
内
で
は
、「
ひ
ょ
う

た
ん
や
」
と
「
京
都
生
活
協
同
組
合
」
が

買
い
物
送
迎
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
所
定
の
場
所
か
ら
、
お
店
ま
で
の
送
迎

を
行
っ
て
お
り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後

は
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　

　
京
都
生
活
協
同
組
合
で
は
事
前
に
登
録

さ
れ
た
方
を
週
１
回
、
決
ま
っ
た
日
時
に

ご
自
宅
近
く
か
ら
、
お
店
ま
で
の
送
迎
を

し
ま
す
。

　
ま
た
、「
ひ
ょ
う
た
ん
や
」
で
は
自
身

で
お
店
ま
で
買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
に
関

し
て
は
５
千
円
以
上
の
お
買
い
物
で
、
自

宅
ま
で
荷
物
を
配
達
す
る
配
達
無
料
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

地
域
の
ス
ー
パ
ー
で
も
様
々
な
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
新
た
な
買
い
物
支
援
と

し
て
、
町
内
で
移
動
販
売
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ハ
ー
ベ
ス
木
津
川
台
よ
り
移
動
ス
ー

パ
ー
「
と
く
し
丸
」
が
町
内
約
30
カ
所
を

１
日
で
回
り
ま
す
。
商
品
は
そ
の
日
、
お

広
ま
る
商
店
・
企
業
の
お
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
！

～
ま
ち
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
店
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
物
忘
れ
が
気
に
な
り
だ
し
た
」「
足
腰
が

弱
く
な
り
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

な
ど
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、
専
門
機
関
へ

の
相
談
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
介
護
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
公
的
な
窓

口
と
し
て
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
が
、
精
華
町
社
協
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
で
も
介
護
相
談
を
実
施
し

【
問
合
せ
先
】

　
精
華
町
社
協
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
電
話
　
94

－

４
５
７
３

高
齢
化
に
伴
う
様
々
な
課
題

地
域
の
商
店
や
企
業
が
サ
ポ
ー
ト

新
た
な
買
い
物
支
援

店
に
入
荷
し
た
食
材
や
生
鮮
食
品
、
冷
凍

食
品
ま
で
数
多
く
の
商
品
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
欲
し
い
商
品
を
頼
ん
で
お
く

と
次
回
の
販
売
時
に
用
意
し
て
も
ら
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
身
近
に
買
い
物
の
場
所
が
あ
る
こ
と
で

移
動
や
体
力
的
に
難
し
か
っ
た
方
で
も
買

い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
近
所
同
士
で
顔
を
合

わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
交
流

も
生
ま
れ
ま
す
。

実
際
に
買
い
物
を
し
て
み
て

　
今
回
、
取
材
を
し
た
ご
夫
婦
は
、「
運

転
を
や
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
時
期
で
も

あ
り
、
近
く
ま
で
来
て
く
れ
る
の
で
助
か

る
」と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
と
く
し
丸
」

が
来
る
ま
で
の
待
ち
時
間
は
ご
近
所
の
方

と
会
話
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
一
つ
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
し
丸
は

町
内
を
月
～
土
曜
日
で
３
ル
ー
ト
を
週
２

回
ず
つ
回
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
や
時
間

に
つ
い
て
は
個
別
に
相
談
し
、
事
前
に
決

め
た
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
近
商
ス
ト
ア
外
販
事
業
部
・
村
田

（
携
帯
０
７
０
―
６
４
７
２
―
３
５
７
１
）

ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。 

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
商
店
側
が
地
域
に
出

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

地
域
の
見
守
り
活
動
と
な
り
、
専
門
職
と

の
新
た
な
パ
イ
プ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
社
協
で
取
り
組
む
「
ま
ち
の
福
祉
サ

ポ
ー
ト
店
」
で
は
、
買
い
物
に
来
ら
れ
た

方
の
中
で
体
調
不
安
や
気
に
な
る
変
化
が

あ
れ
ば
社
協
へ
連
絡
い
た
だ
き
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
職
が
関
わ
る
こ
と
で
早
期
に

課
題
発
見
・
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
社
協
で
は
他
職
種
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
、
見
守
り
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る

商
店
や
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
見
守

り
活
動
に
登
録
い
た
だ
い
た
事
業
所
へ
は

車
に
貼
り
付
け
る
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
と

見
守
り
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
、

地
域
の
見
守
り
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
活
動
の
役
割
も

移動スーパー「とくし丸」

自分で選ぶ買い物が楽しみ、
「〇〇が欲しいな！」

自然と会話が生まれます。

介
護
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

～
相
談
は
お
早
め
に
～

  【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協
　

　
在
宅
介
護
課
　
居
宅
介
護
支
援
係

　
　
　
　
　
電
話
98
―
３
３
９
８

介護保険サービス利用開始のイメージ

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要

介
護
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
本
人
や
家
族
の

意
向
に
基
づ
き
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
原
則
１
割
～
３
割
の
費
用
負
担

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
介
護
の
こ
と
、
日
常
の
困
り
ご
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
精
華
町
社
協
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
訪
問
介
護
事
業
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

で
、
利
用
者
の
日
常
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
自
費
サ
ー
ビ
ス（
保
険
適
用
外
）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

①
通
院
時
の
院
内
付
き
添
い
介
助

　（
介
護
保
険
で
の
通
院
介
助
は
、
院
内

　   

介
助
は
行
え
ま
せ
ん
）

②
買
い
物
の
付
き
添
い

③
利
用
者
以
外
の
方
（
同
居
に
限
る
）
の 

　
調
理
や
洗
濯
な
ど

④
入
退
院
に
か
か
る
準
備
な
ど

　
な
お
、
余
暇
活
動
（
旅
行
や
趣
味
活
動

　
の
付
き
添
い
）、
ペ
ッ
ト
の
世
話
な
ど

　
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
す
。

①
基
本
料
金

　
１
時
間
あ
た
り

　
２
，５
０
０
円
。
１
時
間
を
超
え
た
場

　
合
の
利
用
料
金
は
、
30
分
ご
と
に

　 

１
，２
５
０
円
の
追
加
と
な
り
ま
す
。

自
費
サ
ー
ビ
ス

  

（
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
）

　
　を
ご
存
じ
で
す
か
？

②
加
算
料
金

　
午
後
６
時
以
降
は
、
基
本
料
金
の
25
％ 

　
の
割
増
に
な
り
ま
す
。

③
通
院
介
助
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

　
ー
に
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
交
通
費
の

　
ほ
か
、
入
場
料
、
利
用
料
が
必
要
な
場

　
合
、
そ
の
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

　
自
費
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
、
要
支
援

の
認
定
を
受
け
た
方
で
、
か
つ
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
含
む
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
由
し
て

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険
の

給
付
限
度
額
を
超
え
た
部
分
を
補
う
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

内
容
例

 

利
用
料
金

 

対
象
者

  【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協
　

　
　
在
宅
介
護
課
　
訪
問
介
護
係

　
　
　
　
電
話
98
―
３
５
２
６



相談　日常の困りごとを相談します。
 　　
申請　本人や家族に代わって地域包括
　　　支援センター職員や居宅介護支
　　　援事業所職員が申請の手続きを
　　　代行します。

訪問　認定調査員が訪問して、身体機
調査　能や認知機能などの状態を聞き
　　　取ります。

判定　調査結果や主治医の意見書を基
　　　に専門家が介護の必要性を判定
　　　します。

利用 　「要介護１～５」と認定されれば
　　　介護サービス、「要支援１～２」
　　　と認定されれば介護予防サービ
　　　スを利用できます。
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精
華
町
も
高
齢
化
が
進
み
、
町
全
体
の

高
齢
化
率
は
約
25
％
と
な
り
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
率
も
徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
世
帯
の
多
く
は
子
ど
も
が

独
立
す
る
な
ど
、
身
近
に
頼
る
こ
と
の
で

き
る
人
が
い
な
い
こ
と
が
多
い
現
状
で
す
。

　
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
一
つ
に
買
い
物

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
で
は

重
い
荷
物
が
持
て
な
か
っ
た
り
、
ス
ー

パ
ー
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
と
い
っ
た

声
が
あ
り
、
身
近
な
生
活
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
の
困
り
ご
と
に
対
し

て
、
買
い
物
支
援
を
す
る
ス
ー
パ
ー
や
商

店
が
活
躍
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
精
華
町
内
で
は
、「
ひ
ょ
う

た
ん
や
」
と
「
京
都
生
活
協
同
組
合
」
が

買
い
物
送
迎
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
所
定
の
場
所
か
ら
、
お
店
ま
で
の
送
迎

を
行
っ
て
お
り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後

は
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　

　
京
都
生
活
協
同
組
合
で
は
事
前
に
登
録

さ
れ
た
方
を
週
１
回
、
決
ま
っ
た
日
時
に

ご
自
宅
近
く
か
ら
、
お
店
ま
で
の
送
迎
を

し
ま
す
。

　
ま
た
、「
ひ
ょ
う
た
ん
や
」
で
は
自
身

で
お
店
ま
で
買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
に
関

し
て
は
５
千
円
以
上
の
お
買
い
物
で
、
自

宅
ま
で
荷
物
を
配
達
す
る
配
達
無
料
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

地
域
の
ス
ー
パ
ー
で
も
様
々
な
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
新
た
な
買
い
物
支
援
と

し
て
、
町
内
で
移
動
販
売
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ハ
ー
ベ
ス
木
津
川
台
よ
り
移
動
ス
ー

パ
ー
「
と
く
し
丸
」
が
町
内
約
30
カ
所
を

１
日
で
回
り
ま
す
。
商
品
は
そ
の
日
、
お

広
ま
る
商
店
・
企
業
の
お
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
！

～
ま
ち
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
店
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
物
忘
れ
が
気
に
な
り
だ
し
た
」「
足
腰
が

弱
く
な
り
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

な
ど
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、
専
門
機
関
へ

の
相
談
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
介
護
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
公
的
な
窓

口
と
し
て
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
が
、
精
華
町
社
協
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
で
も
介
護
相
談
を
実
施
し

【
問
合
せ
先
】

　
精
華
町
社
協
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
電
話
　
94

－

４
５
７
３

高
齢
化
に
伴
う
様
々
な
課
題

地
域
の
商
店
や
企
業
が
サ
ポ
ー
ト

新
た
な
買
い
物
支
援

店
に
入
荷
し
た
食
材
や
生
鮮
食
品
、
冷
凍

食
品
ま
で
数
多
く
の
商
品
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
欲
し
い
商
品
を
頼
ん
で
お
く

と
次
回
の
販
売
時
に
用
意
し
て
も
ら
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
身
近
に
買
い
物
の
場
所
が
あ
る
こ
と
で

移
動
や
体
力
的
に
難
し
か
っ
た
方
で
も
買

い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
近
所
同
士
で
顔
を
合

わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
交
流

も
生
ま
れ
ま
す
。

実
際
に
買
い
物
を
し
て
み
て

　
今
回
、
取
材
を
し
た
ご
夫
婦
は
、「
運

転
を
や
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
時
期
で
も

あ
り
、
近
く
ま
で
来
て
く
れ
る
の
で
助
か

る
」と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
と
く
し
丸
」

が
来
る
ま
で
の
待
ち
時
間
は
ご
近
所
の
方

と
会
話
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
一
つ
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
し
丸
は

町
内
を
月
～
土
曜
日
で
３
ル
ー
ト
を
週
２

回
ず
つ
回
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
や
時
間

に
つ
い
て
は
個
別
に
相
談
し
、
事
前
に
決

め
た
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
近
商
ス
ト
ア
外
販
事
業
部
・
村
田

（
携
帯
０
７
０
―
６
４
７
２
―
３
５
７
１
）

ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。 

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
商
店
側
が
地
域
に
出

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

地
域
の
見
守
り
活
動
と
な
り
、
専
門
職
と

の
新
た
な
パ
イ
プ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
社
協
で
取
り
組
む
「
ま
ち
の
福
祉
サ

ポ
ー
ト
店
」
で
は
、
買
い
物
に
来
ら
れ
た

方
の
中
で
体
調
不
安
や
気
に
な
る
変
化
が

あ
れ
ば
社
協
へ
連
絡
い
た
だ
き
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
職
が
関
わ
る
こ
と
で
早
期
に

課
題
発
見
・
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
社
協
で
は
他
職
種
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
、
見
守
り
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る

商
店
や
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
見
守

り
活
動
に
登
録
い
た
だ
い
た
事
業
所
へ
は

車
に
貼
り
付
け
る
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
と

見
守
り
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
、

地
域
の
見
守
り
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
活
動
の
役
割
も

移動スーパー「とくし丸」

自分で選ぶ買い物が楽しみ、
「〇〇が欲しいな！」

自然と会話が生まれます。

介
護
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

～
相
談
は
お
早
め
に
～

  【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協
　

　
在
宅
介
護
課
　
居
宅
介
護
支
援
係

　
　
　
　
　
電
話
98
―
３
３
９
８

介護保険サービス利用開始のイメージ

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要

介
護
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
本
人
や
家
族
の

意
向
に
基
づ
き
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
原
則
１
割
～
３
割
の
費
用
負
担

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
介
護
の
こ
と
、
日
常
の
困
り
ご
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
精
華
町
社
協
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
訪
問
介
護
事
業
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

で
、
利
用
者
の
日
常
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
自
費
サ
ー
ビ
ス（
保
険
適
用
外
）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

①
通
院
時
の
院
内
付
き
添
い
介
助

　（
介
護
保
険
で
の
通
院
介
助
は
、
院
内

　   

介
助
は
行
え
ま
せ
ん
）

②
買
い
物
の
付
き
添
い

③
利
用
者
以
外
の
方
（
同
居
に
限
る
）
の 

　
調
理
や
洗
濯
な
ど

④
入
退
院
に
か
か
る
準
備
な
ど

　
な
お
、
余
暇
活
動
（
旅
行
や
趣
味
活
動

　
の
付
き
添
い
）、
ペ
ッ
ト
の
世
話
な
ど

　
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
す
。

①
基
本
料
金

　
１
時
間
あ
た
り

　
２
，５
０
０
円
。
１
時
間
を
超
え
た
場

　
合
の
利
用
料
金
は
、
30
分
ご
と
に

　 

１
，２
５
０
円
の
追
加
と
な
り
ま
す
。

自
費
サ
ー
ビ
ス

  

（
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
）

　
　を
ご
存
じ
で
す
か
？

②
加
算
料
金

　
午
後
６
時
以
降
は
、
基
本
料
金
の
25
％ 

　
の
割
増
に
な
り
ま
す
。

③
通
院
介
助
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

　
ー
に
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
交
通
費
の

　
ほ
か
、
入
場
料
、
利
用
料
が
必
要
な
場

　
合
、
そ
の
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

　
自
費
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
、
要
支
援

の
認
定
を
受
け
た
方
で
、
か
つ
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
含
む
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
由
し
て

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険
の

給
付
限
度
額
を
超
え
た
部
分
を
補
う
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

内
容
例

 
利
用
料
金

 

対
象
者

  【
問
合
せ
先
】
精
華
町
社
協
　

　
　
在
宅
介
護
課
　
訪
問
介
護
係

　
　
　
　
電
話
98
―
３
５
２
６
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せいか社協だより
地域で共に助けあい  支えあうまちづくり

デイサービス ボランティア「かしのき」

相 談 情 報 コ ー ナ ー

相談の種類 相談員 相談日時 相談対象者 備考

法律相談 弁護士
※対面での相談

第 2 水曜日
午後 1 時 30 分から

午後 4 時

精華町内に在住・
在勤している方

※過去 3 か月相談を
　受けてない方優先

相談日の１週間前
午前 8 時 30 分から

受付開始

介護相談 地域包括支援
センター職員

月曜日～金曜日
午前 8 時 30 分から

午後 5 時 15 分

※訪問もいたしますので
　　お気軽にご連絡ください

社協ふくし＆
相続相談

コミュニティー
ソーシャルワーカー・

弁護士・司法書士など

① 第 2 火曜日
② 第 4 金曜日

午後 1 時から午後４時

精華町内に在住・
在勤している方

※事前予約制です

相談場所
① せいかガーデンシティ
　              ２階「イマージュサロン」
② 「かしのき苑」　　

・・・内容に応じて次の相談業務を行っています。相談はすべて無料で秘密厳守します。・・・

相談日が祝日と重なる場合はお休みです。　※緊急事態宣言により休止する場合があります。
予約などは地域福祉課へお願いします。法律相談・介護相談の場所は「かしのき苑」です。

【個人】
　匿名　３名

　ご寄付について

VOL.117

コロナ禍で気づいた
＂あたりまえ＂のありがたさ

　平成５年からデイサービスボランティア「か
しのき」は、活動を始めました。トレードマー
クのピンク色のエプロンを着て、利用者の入浴
後の整髪やレクリエーションのお手伝いをして
くださっています。
　昨年の第１回目の緊急事態宣言中は、活動
の休止・縮小をされた時期もありましたが、 
「ボランティアをするのにコロナは関係ない。
私たちは自分のできることを続けているだけで
す。」と十分な感染症対策をしながら活動を継
続してくださっています。コロナ禍で、あたり
まえのことがあたりまえにできない中、つなが
りを絶やすまいと前向きな姿勢に、私たち職員

 ・目の不自由な方のため、朗読ボランティアひ 
　びきの皆さんが本誌を朗読したテープを社協
　地域福祉課で貸出しています。

　精華町社協では、皆さまからお寄せいただい
た金品は住民の皆さまと進める地域福祉に活用
させていただきます。
※社会福祉法人へ寄付をいただいた場合は、税
　法上の優遇措置がうけられます。

社協職員の募集 ～未経験の方も歓迎です ! まずはお電話ください～

各職種で職員を募集しています。日中のお仕事で家庭と仕事の両立がしやすい職場環境です。
電話番号：➊ 0774－ 98－ 3924（通所介護係）➋ 0774－ 98－ 3398（居宅介護支援係）

職　種 時間給 資　格 勤務日等

➊デイサービス
　介護職【パート】

・介護福祉士
　時給 1,160 円～

・その他資格
　時給 1,110 円～
※祝日は 50 円増
　（賞与あり）

①介護福祉士または介護職員
　初任者研修修了者
②普通自動車運転免許
※①②両方有する方
 ・満 67 歳まで

月～土のうち週 3 日（祝日含む）
午前 8 時 30 分～午後 5 時

（1 時間休憩含む）
雇用保険、通勤手当あり

➋介護支援専門員
   （ケアマネジャー）
   【パート】

　時給 1,200 円
　（賞与あり）

①介護支援専門員資格
②普通自動車運転免許
※①②両方有する方

・満 67 歳まで

月～金（祝日休み）
午前 8 時 30 分～午後５時

（1 時間休憩含む）
社会保険、雇用保険、通勤手当あり
※週 3 日勤務や時短勤務等応相談

URL

も＂コロナに負けられない＂という気持ちにな
ります。
　「待っている方がいる」「利用者の皆さんが喜
んでくれるのがうれしい」と活動への原動力を
嬉しそうに話してくださる「かしのき」のみな
さんは、社協デイサービスにとって大きな支え
となっています。
　28 年間の長きにわたり、利用者と職員に

「元気」を届けてくださっている
「かしのき」のみなさんに感謝の

気持ちでいっぱいです。

☆発 行 日 　令和３年 6 月 18 日
☆発　　行　 社会福祉法人精華町社会福祉協議会
　　　　　　 京都府相楽郡精華町南稲八妻砂留 22 番地 1
　　　　　　 精華町地域福祉センター「かしのき苑」内
○法人運営室    TEL 0774-94-4573  FAX93-2278
○地域福祉課    TEL 0774-94-4573  FAX93-2278
○在宅介護課    TEL 0774-98-3398 （ケアマネジャー）
　　　　　　    TEL 0774-98-3526 （ホームヘルパー）
○通所介護課    TEL 0774-98-3924　FAX98-3559
※在宅介護課の FAX 番号は通所介護課と同じです。
Ｅ -mail  daihyou@seikashakyo.or.jp
ＵＲＬ　 http://www.kyoshakyo.or.jp/seika/
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